
一人で活動するより、仲間と取り組んでみたい方。

特定非営利活動法人むすびが「傾聴ライター講座」を開いたときの経験を踏まえ、

講座を企画するポイントを紹介します。

参考にしてください。

　認知症の方の「話の聴き方」について
認知症の方とお話をするときには、聞き手のあり方が大切です。

認知症の方とどう関わるかを教えてくれる、地域包括支援センターの職員などに講師をお願いしましょう。

　取材について
何を聞き、どうまとめるか。

人の話をまとめるのは案外難しいものです。それが人生となればなおさら。

新聞社、ミニコミ誌などの記者に依頼し、取材の専門家に話を聞いてみましょう。

着目点、切り取り方。その人らしさを光らせる原稿って？

　実習
学んだことを実践できる場を盛り込むことが重要です。

実習先として、高齢者施設、デイサービス、グループホームなどにお願いしてみましょう。

　ワークショップ
私たちは、人の話を「聞く」、自分のことを「話す」といったことを当たり前にしています。

話を記録するとしたら、意識して会話をする必要があります。

「話す、聴く」を意識したワークショップを組み込んだり、参加者同士でインタビューし、

お互いの「おもいで栞」を書き合い、

インタビューする、されることの気持ちを味わったりするワークショップもおすすめです。

ご希望の方には簡単に作れる「栞のテンプレート（word,powerPoint）」を差し上げます。

HP：musubi-tasukeai@jimdo.com

傾聴ライター講座を企画する方へ
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講師紹介

　伊東美緒（東京都健康長寿医療センター）　

　足立眞知子（白い箱の会）

　久田恵（ノンフィクションライター）

　遠藤博之（編集プロダクション代表・エディター）

　多賀努（早稲田大学人間科学学術院健康福祉科学科）

　宅島正ニ（写真家）

　牧野恵理子（早稲田大学大学院人間科学研究科）

　岩城直子（シルバーヴィラ向山）

　今井薫（練馬区高齢社会対策部）

　大津秀一（東邦大学医療センター大森病院緩和ケアセンター）

企画協力
久田恵（ノンフィクションライター）
宅島正二（写真家）
多賀努（早稲田大学准教授）
河野禎之（筑波大学准教授）
北澤圭（お茶の水女子大学）

以下の方々にもご協力いただきました。（順不同）
髙橋実（ディレクター）／伊知地哲男／遠藤宏／髙木清晴／剣持広子／酒井玲子／池下亮一／齋藤大樹（武蔵野美術大学）
荒川桃子（明治大学）／長谷部幸子／永野攝子／大竹幸子／原田みな子／秋山由美子／北川美紀／齋藤真美／深野智子
加藤孝子／池上順子／横山義弘／山下規子／山口とし子／宇佐美光四子／佐藤みどり／菅野幸子／茂木陽子／伊藤久子
木田正吾／刈田文代／中井八千代／寺尾淳子／松田亜希子／近藤三樹子／澤田美代子／田中恵子／千田美子／髙橋睦
新美幸子／葛井浩子／飯田恵子／石神広美／堀祐子／服部絵美子／市江敏子／大畑ゆかり／井戸孝子
社会福祉法人練馬区社会福祉協議会光が丘ボランティア・地域福祉推進コーナー／オレンジほっとクリニック
NPO・ACT 練馬たすけあいワーカーズふろしき／認定 NPO 法人アクト練馬たすけあいワーカーズエプロン／株式会社ヒトナ／ DFJI
実習先
シルバーヴィラ向山／まどか光が丘
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